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２０２６年１月２１日～２３日
株式会社 安藤・間

安藤ハザマ 次世代エネルギープロジェクト

国土交通省 平成30年度第1回・令和５年度第1回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

コージェネ財団
コージェネ大賞2022 民生用部門 優秀賞

Factory Innovation Week
製造業カーボンニュートラル展（グリーンファクトリーEXPO）
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１． ものづくりを通して、 社会の発展に寄与します。
２． 確かな技術と情熱で、 お客様満足を追求します。
３． 新たな価値を創造し、 豊かな未来を実現します。

安藤ハザマは、ものづくりを通じて
社会・お客様の発展に寄与することを目的する総合建設会社です。

安藤ハザマ 企業理念

安藤ハザマは、我が国のエネルギー問題を解決する一助となるべくを強力に推し進めます。
安藤ハザマ 次世代エネルギープロジェクト

■ 本プロジェクトの背景

~CN（Carbon Neutral）GX（Green Transformation）の流れ～

2050年2030年2020年 2040年2017年

目標水素コスト
30円/Nm3

2021年 2022年 2023年

水素基本戦略
2017.12.26

第5次エネルギー
基本計画

2018.7.30

次世代エネルギーPJ
第１フェーズ
検討開始

次世代エネルギーPJ
第１フェーズ
建設開始

カーボンニュートラル宣言
2020.10.26

第6次エネルギー
基本計画

2021.10.22

2050年CNに伴う
グリーン成長戦略

2020.12.25

カーボン
ニュートラル

達成

=GX

2018年 2019年2016年2015年

COP21
パリ協定
発効

次世代エネルギーPJ
第１フェーズ
運用開始

次世代エネルギーPJ
第２フェーズ
検討開始

次世代エネルギーPJ
第２フェーズ
整備開始

2024年

目標水素コスト
20円/Nm3以下

水素基本戦略
（改定）

2023.6.6

GX推進法
2023.5.12
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離れた敷地にある複数の遠隔建物（事業所）全体の
エネルギーを統合・最適化することで、新たな広域的省CO2化を図ることです。

３つの省CO2技術（分散型電源、エネルギー融通、省エネルギー）を統合した
新たな統合エネルギーマネジメントシステムを構築

■ 本プロジェクトのコンセプトと目標（建物へのアプローチ）

・Phase１：水素社会に至るまでの過渡期
統合エネルギーマネジメントシステムにより分散化電源を運用し、広域的に建物の省CO2化を目指す。
・Phase２：水素社会の到来
都市ガスからCO2フリー由来の水素に変えて分散化電源を運用し、広域的に建物のさらなる省CO2化を目指す。
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・ 供給サイド：水素等の利用を見据えた省CO2分散型エネルギーシステムの構築
・ 需要サイド：既往技術と建物運用マネジメントを融合した省エネ・省CO2技術の実践
・ 広域電力グリッドの利活用による需要統合エネルギーマネジメントシステムの構築

■ プロジェクト全体の概要

安藤ハザマ 千葉工場
（千葉県千葉市）

大型土木工事現場（東京都内）
（東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ管内）

風洞・サービス棟
(電気室)

創造実証棟 構造・振動棟

コンクリート・
建設機械棟

音響・電波棟

電気

電気

再エネ
電気

電気

電気

電気 熱

熱

・水素混合・切替可能燃料電池
・水素混焼可能ガスエンジン発電設備
・大容量ナトリウム硫黄電池（NAS蓄電池）

【既存】次世代型省CO2
コージェネレーションプラント

本館棟

・排熱利用先②（空調機）
・排熱利用先③（厨房給湯）

【既存】
・外皮高断熱、窓複層化
・センサー連動DALI制御LED照明
・全熱交換器CO2制御
・IoTサーバー

研修宿泊棟
（TTCつくば）

【既存】
・排熱利用先①（浴槽給湯）

広域電力グリッド

安藤ハザマ 技術研究所
（茨城県つくば市）

電気

・需要予測・発電管理システム

自己託送

排熱融通
ポンプ類

大容量
NAS電池

水素・窒素
高圧カードル置場

CO2フリー水素
製造・供給システム（P2G）

新設撤去

【既存】

【既存】

【電力融通運用中】【電力融通運用中】

再エネ
電気

再エネ
電気

再エネ
電気

太陽光
パネル

太陽光パネル
太陽光
パネル

太陽光パネル出力合計
368kW

太陽光パネル

東京都

千葉県

安藤ハザマ
技術研究所 自己託送

埼玉県 電気

自己託送
電気

水素混合
/切替可能
固体酸化物形
燃料電池
(SOFC)

水素
混焼可能

ガスエンジン
発電設備

第２フェーズ

【第１フェーズ全体概要】
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・ 供給サイド：水素等の利用を見据えた省CO2分散型エネルギーシステムの構築
・ 需要サイド：既往技術と建物運用マネジメントを融合した省エネ・省CO2技術の実践
・ 広域電力グリッドの利活用による需要統合エネルギーマネジメントシステムの構築

■ プロジェクト全体の概要

次世代型省CO2
コージェネレーションプラント

水素混合/切替可能
固体酸化物形燃料電池(SOFC)

水素混焼可能
ガスエンジン発電設備

大容量NAS電池
（2020年運用開始）

排熱融通
ポンプ類

キュービクル

SOFC
排熱回収ボイラー

ガスエンジン
排熱回収ボイラー

コージェネレーション
プラント

大容量NAS電池
（2023年運用開始）

定格550kW
(都市ガス運用時)

定格210kW
(都市ガス運用時)

200kW
（1,200kWh）

200kWx3
（3,600kWh）

CO2フリー水素
製造・供給システム（P2G）

新設

水素・窒素
カードル置場

撤去

【供給サイドの取り組み】

プラントエリア



禁・無断転載・複写 © 2018-2025 HAZAMA ANDO CORPORATION All Rights Reserved. 6

■ プロジェクト全体の概要
・ 供給サイド：水素等の利用を見据えた省CO2分散型エネルギーシステムの構築
・ 需要サイド：既往技術と建物運用マネジメントを融合した省エネ・省CO2技術の実践
・ 広域電力グリッドの利活用による需要統合エネルギーマネジメントシステムの構築

  

 

 

• 吸着式冷凍機
エネルギープラントの排熱を利用して冷熱を製造する省エネ冷凍機

• 放射冷暖房
送風動力がなくドラフト感を感じない、放射冷暖房による省エネで
快適なシステム
放射パネルにコジェネレーションの排温水及び吸着式冷凍機からの
冷水を送水し、更なる省エネ性能を実現

• デシカント空調機+床染み出し空調システム
排熱利用により除湿するデシカント空調機からの最小外気（CO2制御）
を二重床に送風し、カーペットから染み出す空調システム
低風速で天井に向かう気流による清浄度の高い快適な空気環境を形成

  

 

 

• ブラインド自動制御システム
太陽位置や日光の照度によりブラインドを自動で最適制御
空調・照明負荷を抑えつつ眺望を確保し快適性をUP

• タスク＆アンビエント照明方式
高効率LED照明にて天井照明を300Lx程度に低減
照度が必要なところはタスク照明で対応し作業効率をUP

• 明るさ感による照明制御
人が感じる明るさ感をもとにした照明制御
ブラインド自動制御システム及びタスク＆アンビエント照明方式と
協調・制御し快適性をUP

技術研究所 ZEB改修エリア

2. 断熱強化
1. 空調と照明の省エネ化

3. 健康で快適な室内環境
4. コミッショニング（性能検証）

 
コジェネレーションの排熱活用と合わせて、最大限のエネルギー削減を実現

1. 空調と照明の省エネ化

 

 

コジェネレーション排熱活用イメージ

都市ガス

ガス コジェネレーション

電 力

排 熱 吸着式冷凍機

放射暖房（天井放射パネル）

放射冷房（天井放射パネル）

床染み出し空調（除湿空気利用）

照明・

デシカント空調機

・ 給湯

動力CGS

  

 

 

空調システム イメージ

照明システム イメージ

タスク照明

アンビエント照明

ブラインド自動制御

放射冷暖房（天井部）

床染み出し空調

ブラインド自動制御

【需要サイドの取り組み】

本館３階
ZEBエリア

給湯以外に、吸着式冷凍機（冷水化）、デシカント空調機（除湿材再生用）に用いて多様性のある排熱利用を目指す
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■ プロジェクト全体の概要

自己託送

・ 供給サイド：水素等の利用を見据えた省CO2分散型エネルギーシステムの構築
・ 需要サイド：既往技術と建物運用マネジメントを融合した省エネ・省CO2技術の実践
・ 広域電力グリッドの利活用による需要統合エネルギーマネジメントシステムの構築

2. 断熱強化
改修工事に最適な外皮性能UP項目を採用

• 外断熱
居ながら施工が可能で断熱性能をUP

• 窓の二重化
インナーサッシ設置で断熱性能と遮音性をUP

 

3. 健康で快適な室内環境
知的生産性向上のための快適環境を実現する項目を採用

• 室内緑化（バイオフィリックデザイン）
人に備わる「植物に癒される」ことに着目、緑視率等の学術的視点も取り入れ室内緑化を実施

• IoT制御システム
快適性・知的生産性向上に向け「人」のモニタリングを実施、IoT技術で室内環境情報と統合し建築設備を制御

ZEB化技術が本来の性能を実現しているかを検証し、設備システムを最適化

• 設備機器運転データの自動収集・分析による性能検証
• 検証結果を踏まえた設備の運転最適化と、更なる消費エネルギーの削減

4. コミッショニング（性能検証）
室内緑化イメージ

外断熱 断面イメージ

躯体
接着剤

左官仕上げ

二重窓 断面イメージ

IoT制御システム概念図

室内室外

既存サッシ
新設インナーサッシ

暑さ・寒さ

騒 音

熱負荷

騒 音

小

小

外断熱

IoT
制御システム

室内環境
屋外環境
建築設備稼働状況

快適性・活動量
ウェアラブルデバイスイメージ

【需要サイドの取り組み】
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・ 供給サイド：水素等の利用を見据えた省CO2分散型エネルギーシステムの構築
・ 需要サイド：既往技術と建物運用マネジメントを融合した省エネ・省CO2技術の実践
・ 広域電力グリッドの利活用による需要統合エネルギーマネジメントシステムの構築

■ プロジェクト全体の概要

自己託送

需要予測・発電管理
サーバー

千葉工場

出力制御・
充放電制御

需要サイド情報 水素混合可能燃料電池
水素混焼可能ガスエンジン

大容量NAS電池

次世代型省CO2コージェネレーションプラント

電力広域的
運営推進機関需

要
電
力
デ
ー
タ

発電・需要計画提出

気象情報

製造計画

大型工事現場

需要サイド情報

気象情報

製造計画

技術研究所

需要サイド情報

気象情報

会議・研修
予定

実験予定

宿泊予定
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離れた敷地にある複数の遠隔建物（事業所）全体の
エネルギーを統合・最適化することで、新たな広域的省CO2化を図ることです。

３つの省CO2技術（分散型電源、エネルギー融通、省エネルギー）を統合した
新たな統合エネルギーマネジメントシステムを構築

■ 第２フェーズの目的とコンセプト

第２フェーズ

第１フェーズ

新たにP2GによるCO2フリー水素製造システムを構築
第１フェーズの水素利用可能コージェネレーションの「燃料」として供給

国土交通省 令和5年度第1回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

安藤ハザマ
次世代エネルギー
プロジェクト エネルギー融通

広域電力グリッドの利活用による
需要統合エネルギーマネジメント

システムの構築

供給サイド
水素利用可能な
省CO2分散型

エネルギーシステムの構築

需要サイド
既往技術と建物運用マネジメントを
融合した省エネ・省CO2技術の実践

来るべき水素社会に備えた
分散型エネルギーシステム

CO2フリー水素製造・供給システム（P2G）
水素社会における分散型エネルギーシステムの先導を目指した

CO2フリー水素の自家製造

第２フェーズ

第１フェーズ
2020年4月本格運用開始

9
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■ 第２フェーズの概要 （ＣＯ２フリー水素製造・供給システムの構築）

自己託送

 既存太陽光発電システムを電源として、水電解装置でCO2フリー水素の製造・供給
 水電解装置は、AEM型（海外製）とPEM型（日本製）を設置
 水電解装置は、24時間年間常時稼働（点検停止を除く）
※水素製造装置の能力は、この年間発電量総量を上限とし、年平均電力供給量により決定

 既存水素利用可能コジェネは、得られた水素と既存都市ガスを混合させた燃料で運用

0.5 Mpa

0.02 Mpa

24
時間/日

360
日/年

コジェネ
非同時供給
水素比率減
連続運転

燃料電池

ガスエンジン

創造実証棟

年間発電量
408,609kWh/年

水素製造量
4.5Nm3/h

水素混合約7.5％

水素混合約3.0％

水素
貯蔵

0.8
Mpa

水素貯蔵量
２.0Nm3

1 Nm3/h

5 Nm3/h

水素製造
国産

水素製造
海外製

既存

既存

既存

新設

新設

新設

低圧
都市
ガス

太陽光パネル
368 kW

コンクリート・建設機械棟 研修宿泊棟

風洞・サービス棟

既存

既存 既存

23年7月発電開始23年7月発電開始

23年7月発電開始発電運用中

CO2フリー水素
製造・供給システム（P2G）

【既存】次世代型省CO2
コージェネレーションプラント

【既存】
太陽光発電システム

第２フェーズ 第１フェーズ
補助金対象
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■ 第２フェーズ 整備進捗

2025年4月本格運用開始

低圧
水素タンク

（0.8Mpa:2.0Nm3）

旧カードル置場

水素
製造プラント室

コージェネエリア

水素配管

0.5 Mpa

0.02 Mpa

24
時間/日

360
日/年

コジェネ
非同時供給
水素比率減
連続運転

燃料電池

ガスエンジン

創造実証棟

年間発電量
408,609kWh/年

水素製造量
4.5Nm3/h

水素混合約7.5％

水素混合約3.0％

水素
貯蔵

0.8
Mpa

水素貯蔵量
２.0Nm3

1 Nm3/h

5 Nm3/h

水素製造
国産

水素製造
海外製

既存

既存

既存

新設

新設

新設

低圧
都市
ガス

太陽光パネル
368 kW

コンクリート・建設機械棟 研修宿泊棟

風洞・サービス棟

既存

既存 既存

23年7月発電開始23年7月発電開始

23年7月発電開始発電運用中

▼写真範囲

水電解装置
（海外製）

水電解装置
（日本製）
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調整電源

水素の発電利用により
４つの省CO2技術による統合エネルギーマネジメントシステムと利活用することで

広域（オンサイト+オフサイト）全体の省CO2化を目指します。

ネガワットとしての省エネルギー

広域電力グリッドの利活用による
統合エネルギー（融通）
マネジメントシステムの構築

【供給サイド】
水素等の利用を見据えた

省CO2分散型エネルギーシステム
の構築（導入）

【需要サイド】
（省エネルギーに関する）

既往技術と建物運用マネジメントを
融合した（徹底した）
省CO2技術の実践

広域的な省CO2化

■ まとめ

オフサイトを含めた省エネルギー

ＢＣＰ対応

自己託送による電力融通

同時同量の供給調整

省CO2エネルギー供給

分散化電源

コンセプト 手段 目的（効果）

安藤ハザマ 次世代エネルギープロジェクト

【燃料供給】
CO2フリー水素製造・供給システム

（P2G） 水素利用による電・熱供給

第２
フェーズ

第１
フェーズ
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